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期が始まる頃とか、何かの区切りの時期と合
うようです。
　また、小児糖尿病サマーキャンプに行って
きたら、すぐにできるようになった、という
お子さんはたくさんおられます。特に何もし
なくても自然にできるようになるお子さんは、
サマーキャンプにも積極的に参加します。一
方、甘えん坊のお子さんはサマーキャンプも
渋ってなかなか参加しようとしないことが多
いようです。

自己注射をはじめる際
　小学校 4年生になっても自分で注射ができ
ない、注射することを嫌がるとなれば、私も
少し後押ししますが、基本的にはあまりしま
せん。「そう、まだできないの。少し恥ずかし
いね。」とお子さんに話をします。
　小学校に入ると、お泊り学習や林間学校な
ど、自宅を離れて宿泊する機会が出てきます。
この機会をうまく捕まえてみましょう。そし
て、この機会に向けて、6ヵ月か 4ヵ月前頃か
ら、「自分でできるようにしようね」と語りか

けていきます。宿泊の日は簡単にできるよう、
単位数をあらかじめ決めた数字で行います。
　ご家族の方は、お子さんが自宅で少しでも
自分で自己注射のまねごとをしている様子が
あれば、ぜひそのことを外来受診の際に医師
や看護師に伝えてください。私はそういう話
を聞いた際は、お子さんをほめてあげるよう
にしています。
　自己注射のトレーニングとしては、お風呂
に入った時に、お人形さんの腕で練習してみ
るのもよいでしょう。また、お母さん、お父
さんの大腿部（ふともも）を借りて、注射の練
習をすることもよいですね。
　朝食、夕食時のインスリン注射はお母さん
などご家族に助けてもらい、間食時のインス
リン注射は自分ですることができる、最初は
これでもよいです。そうすれば、間食時だけ
でなく、だんだん自分だけで全部のインスリ
ン注射ができるようになっていきます。

　毎日の生活の中で機会を捉え、お子さんが
自分で注射できるよう導いてあげてください。

なったら自分でしなければならないというも
のではありません。お風呂で自分の体を洗う
ことができるようになる頃とか、自分の持ち
物に執着心が出てくるようになる頃などが、
「 そろそろ自分でインスリン注射をやってみよ
うか」と勧める時期になります。私の場合、お
子さんが小学校に入った頃から「そろそろ自分
で注射やってみてもいいね 」と促していきま
す。そうすると、小学 2年生、3年生、4年生
の頃には、ほとんどの方ができるようになり
ます。中学校に入学しても自分で注射できな
いというお子さんはいませんので、小学校時
代のいずれかの時期にできるようになるのだ
と思って焦らずに待ちましょう。

いくつか例を挙げてみます
　独立心を養うために、小学校に入学したら
自分でインスリン注射をするようにご家族が
勧めていたのですが、4月の新入学の日にぴっ
たりとできるようになった女の子がいました。
恥ずかしがらないお子さんでした。
　ひとりっ子で甘えん坊のお子さん、特に女
の子は、わかっていてもなかなか自分で注射
をするのは抵抗があるようです。お風呂でお
人形に注射のまねごとはできても、自分には
できないのです。外来で看護師に自己注射指
導をしてもらってもなかなかできませんでし
た。こういう時、お子さんには、ご家族の腕
などに針を刺す経験をしてもらうこともお願
いしています（実際は注入はしません）。こん
な練習をしながら、様子を見ていると、数ヵ
月もすると、できるようになってきます。お
子さんが自己注射を始められる時期は、新学

自己注射を始める
時期（小児 1型糖尿病）

小児 1型糖尿病患者さんが
自己注射を始める時期
　現在、東京女子医科大学糖尿病センターに
通院中の 19歳以下の 1型糖尿病患者さんの年
齢ごとの人数を示します（図）。ほとんどの方は
小学校入学前に糖尿病センターで初めての診
察を受けています。
　小児 1型糖尿病患児さんのインスリン治療
は、初めはご家族がインスリン注射しますが、
ある時期から、お子さんが自分で注射するよ
うになっていきます。当センターに通院しな
がら、この移行がスムーズになされていると
いうわけです。
　お子さんが自分でインスリン注射できるよ
うになる時期は、まちまちです。ある年齢に

東京女子医科大学糖尿病センター
内潟　安子

図　東京女子医科大学糖尿病センター　小児思春期糖尿病患者数
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奥様▲でも、インスリンは自分で打っています
よ。単位の最終確認だけは私の役目だと思っ
ています。
一緒に食事療法の勉強をしてからは、野菜中心
のメニューをあれこれ考えたり、腎臓も心配な
ので、たんぱく質も抑えていますし。毎日、け
んかしながらでも、よいほうに舵を取っていく
（笑）。これが大事だと思っています。
それと私が倒れたら、どこにも行けなくなる
ので、自分の健康管理も大事ですね。
●最近は息子さんたちの心配もしていますよ。
▲やっぱり糖尿病は遺伝や環境が影響するので、
子どもたちには口を酸っぱくして言っていま
す。主人の兄弟も糖尿病が半分。気を付けなく
ちゃダメよって話をするんです。
◆兄弟も「兄貴みたいにはできないなぁ」なんて
言ってますけどね、毎日の生活が一番大事なん
ですよね、先生。
●そうですね。人には食欲という本能があるの
で、その上で、糖尿病を理解し食事に協力し
てくれる家族がいることは幸せですね。病気
と付き合う気持ちが変わってきますから。三
井さんのご家族が皆さんの「 目標になる家族 」
になってくれたらうれしいなと思います。

三井さん◆糖尿病と診断された時「このまま放置
すると悪くなりますよ。」と言われて、とても怖
かったですね。でも、今考えると、その怖さ、
本当はわかってなかったんだと思います。
戸谷先生●最初の頃は血糖値は 600を超えたり
するほど高くて、HbA1cも 15％台でしたね。
◆そうそう看護師さんに「 三井さん、この検査
値！いったいどうなってるの！」って驚かれ
ました（笑）。網膜症の手術後、半年以上入院
して、食事療法を教わったのですが、最初は
そこで出た食事になじめなくて。でも 10日も
経ったら、それがおいしいと感じられるよう
になったんです。体によいものは、ちゃんと
わかるんですね。
●三井さんは呉服商 40年のほかに、民謡のお師
匠さんだったり、いろいろな役員も務めてい
らして、その他に農作業も多かったし、本当
に多忙でした。それで、インスリンは２回打
ちから始めて、今は４回。当時は低血糖もた
びたび起こしていたんですね。
◆そう、低血糖って言葉の意味さえわからなかっ
たですね。仕事を始めると一生懸命で、休憩っ
てことがなかったですよ。動いた方が体のた
めによいって思いこんでいて。でも、今では畑
仕事の合間に休みも取りますし、常に血糖値を
測って、数値を見て、しっかり血糖管理をして
いますね。ブドウ糖もいつも持っています。
●心筋梗塞のときは、本当にヒヤッとしました。
バス旅行に出かける直前に具合が悪くなって、

旅行を中止して。翌日こちらにいらした時は、
あっこれは大変って。すぐに大学病院に連絡
して、救急車で行っていただきました。
◆お蔭で間一髪。先生に助けていただいたよう
なもんですね。今では大学病院の先生に「よく

なったで！」って言われるとやっぱりうれしい
ですね。友人達は「 入院したって聞いたけど。
どこが悪いんや？」って首を傾げますよ（笑）。
だから「この顔色見てみ、ピッカピカやろ。」っ
てね。本当に命拾いしました。
●でも、三井さんの生活には奥さんのサポート
もかかせないでしょ？
◆それはもちろんです。食事や生活の管理もあ
りますが、目が悪くなったので、車の運転を
しなくなって 7～ 8年、だから、どこへ行く
のも一緒です。
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戸谷 理英子  先生
戸谷内科院長　岐阜県医師会常務理事
日本糖尿病学会専門医・研修指導医（評議員）

患者さんの生活一般の細かなことまで、目を向け、耳を
傾ける。かかりつけ医として、小さな変化を見逃さない
ための毎日の努力は惜しまない。血糖値や HbA1cの変化
については、患者さんご自身にも原因を考えていただき、
答えを出すことで、糖尿病への理解と自覚が深まるよう
に感じている。三井さんご夫婦は理想的なパートナーで、
目標になる家族。同じような家族がひとつでも増えてほ
しいと願う。
大学病院など近隣の大病院とも密に連携しており、地域と
患者さんの生活に根差した治療を続けるたおやかな先生。

三井 道夫  さん
2型糖尿病歴 30 年で戸谷先生とは 19 年のお付き合い。
ご両親とご兄弟の半分も糖尿病。インスリンを 1日 2回
で始め、現在 1日 4 回でコントロール中。今では、体の
調子で血糖値や HbA1c値もほぼ予測できるほどの達人。
イヤイヤ始めたインスリン治療だけど、それがあったから、
今日に至っていると感じている。糖尿病治療は本人の意
識が一番大事と語る。
奥様曰く、糖尿病になった以上、この病気とは切っても
切れない関係。それを自覚して、付き合うことが大事。
大らかな笑い声と共に、お互いを気遣いながら歩くふた
りには、共白髪という言葉がよく似合う。
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マイベストパートナー

けんかしながら二人三脚
次世代の健康も守りたい




